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人人のの良良ささとといいうう魅魅力力をを生生かかすす広広域域連連携携 愛媛県
南予地域
宇和島圏域

四
国
の
南
西
部
、
愛
媛
県

の
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼

北
町
、
愛
南
町
か
ら
な
る
宇

和
島
圏
域
活
性
化
協
議
会
で

は
内
閣
府
の
０８
年
度
地
方
の

元
気
再
生
事
業
と
し
て
、
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
を
行
っ

て
い
る
。
同
事
業
は
、
三
重

県
で
、
地
域
の
人
材
育
成
や

着
地
型
旅
行
商
品
造
成
、
旅

行
会
社
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
実
績
の
あ
る
株
式
会
社

観
光
販
売
シ
ス
テ
ム
ズ
が
、

圏
域
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
活
動
や
、
宇
和

島
圏
域
の
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

研
修
、
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
作

成
な
ど
の
事
業
を
受
託
し
て

い
る
。
昨
年
１０
月
か
ら
２
月

ま
で
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
研
修
を
実
施
。

１１
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
就

任
予
定
者
に
向
け
て
講
議
を

行
っ
た
。

講
師
は
、
観
光
販
売
シ
ス

テ
ム
ズ
の
小
高
直
弘
専
務
が

務
め
た
。主
に
旅
行
商
品
化
、

流
通
、
情
報
発
信
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

同
社
で
は
、
熊
本
県
や
近
畿

運
輸
局
等
で
同
様
の
講
演
や

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
行
っ
て

き
た
が
、
観
光
産
業
に
取
り

組
ん
で
こ
な
か
っ
た
地
域
で

の
実
績
は
な
く
、
今
回
は
５

回
に
渡
り
講
習
し
ゼ
ロ
か
ら

の
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
お

こ
し
を
で
き
る
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
。
２

月
１８
日
に
は
、
大
阪
市
内
の

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

（
天
王
寺
区
）
で
、
旅
行
業

者
を
招
い
て
宇
和
島
圏
域
の

着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
に

向
け
た
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
。
小
高
専
務
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
修
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
な
が
ら
も
、
研
修

内
で
説
明
し
た
航
空
会
社
や

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、

大
手
旅
行
会
社
の
仕
組
み
や

担
当
者
の
考
え
方
な
ど
生
の

声
を
聞
け
る
場
と
し
た
。
地

元
だ
け
で
案
を
練
る
と
、
商

品
化
に
つ
な
が
ら
な
い
モ
デ

ル
コ
ー
ス
や
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
な
り

が
ち
で
、
と
く
に
旅
行
者
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
発
地
の

考
え
方
や
視
点
、
旅
行
商
品

化
に
必
要
な
条
件
な
ど
を
各

社
の
担
当
者
か
ら
直
接
聞
く

こ
と
で
発
想
の
転
換
を
図
る

と
と
も
に
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
就
任

予
定
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
た
。
自
分
達
で
考
え

た
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
観
光

メ
ニ
ュ
ー
が
、
条
件
や
が
ん

ば
り
次
第
で
旅
行
商
品
と
な

り
、
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

観
光
販
売
シ
ス
テ
ム
ズ

の
モ
デ
ル
ル
ー
ト

観
光
販
売
シ
ス
テ
ム
ズ
で

は
、
０８
年
度
の
受
託
し
た
事

業
で
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
元
に

は
定
番
の
観
光
コ
ー
ス
が
無

か
っ
た
た
め
で
、
名
所
旧
跡

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
愛
媛

県
松
山
市
と
高
知
県
の
足
摺

岬
や
四
万
十
川
を
結
ぶ
定
番

コ
ー
ス
の
中
で
、
通
過
点
や

昼
食
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
位

置
付
け
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

宇
和
島
は
、
高
校
野
球
や
四

国
の
中
核
都
市
と
し
て
の
知

名
度
は
高
い
が
、
観
光
客
が

立
ち
寄
ろ
う
と
思
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を

集
め
よ
う
に
も
情
報
量
が
少

な
い
の
が
現
状
だ
っ
た
。
宇

和
島
市
に
限
ら
ず
、
宇
和
島

広
域
圏
を
形
成
す
る
他
の
町

で
も
同
様
で
、
し
か
も
宇
和

島
の
よ
う
な
知
名
度
も
な

い
。観

光
素
材
の
可
能
性

０８
年
度
事
業
で
作
成
し
た

モ
デ
ル
ル
ー
ト
は
、
大
手
旅

行
会
社
数
社
で
旅
行
商
品
化

に
成
功
し
て
い
る
。
中
で
も

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
メ
デ
ィ
ア
商
品

は
、
福
岡
発
航
空
機
利
用
１

泊
２
日
で
、
人
気
の
松
山
や

内
子
の
町
並
み
、
四
万
十
川

を
観
光
す
る
コ
ー

ス
に
、
宇
和
島
の

大
祭
で
あ
る「
牛

鬼
ま
つ
り
」の
特

別
披
露
を
目
玉
に
す
る
こ
と

で
、
宇
和
島
宿
泊
に
し
た
。

期
間
限
定
で
約
３
千
人
を
集

客
し
た
。
観
光
販
売
シ
ス
テ

ム
ズ
で
も
、
こ
の
ヒ
ッ
ト
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
向
け
に
実
績
を
出

せ
、
今
後
の
展
開
が
進
め
や

す
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

他
の
大
手
旅
行
会
社
の
関
心

を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
と

考
え
て
い
る
。

エ
ス
コ
ー
ト
や
団
体
旅

行
、
個
人
型
の
フ
リ
ー
プ
ラ

ン
で
も
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
や

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
的
な

素
材
で
あ
れ
ば
、
観
光
販
売

シ
ス
テ
ム
ズ
で
、
す
ぐ
に
旅

行
商
品
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
で
き

る
と
い
う
。
同
時
に
マ
ス
旅

行
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
人

間
だ
か
ら
知
っ
て
い
る
眠
れ

る
観
光
資
源
の
発
掘
や
地
元

の
様
々
な
業
種
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
な
ど
着
地

型
旅
行
の
魅
力
づ
け
は
観
光

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
達
が
、
今
後
取
り
組
み
、

商
品
化
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
い
う
。

食
で
は
、
じ
ゃ
こ
天
や
鯛

め
し
な
ど
知
名
度
が
高
い
素

材
は
、
ま
だ
マ
ス
旅
行
の
商

品
ユ
ニ
ッ
ト
に
成
り
得
る
と

話
し
て
い
る
。

●
宇
和
島
城

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）

藤
堂
高
虎
（
と
う
ど
う
た
か

と
ら
）
築
城
。
奥
州
仙
台
藩

主
、
伊
達
政
宗
の
長
子
秀
宗

が
、
元
和
元
年（
１
６
１
５
）

に
入
城
し
、２
代
宗
利
の
時
、

天
守
以
下
城
郭
を
寛
文
１１
年

（
１
６
７
１
）
に
完
成
。
桑

折
（
こ
お
り
）
氏
武
家
長
屋

門
は
、市
の
文
化
財
に
指
定
。

●
牛
鬼

牛
鬼（
う
し
お
に
）と
は
、

鬼
の
よ
う
な
顔
に
長
い
首
、

牛
の
よ
う
な
胴
体
を
も
っ
た

魔
除
け
の
練
物
で
、
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。
四
国

３
大
夏
祭
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
数
え
ら
れ
る
毎
年
７
月

２２
、２３
、２４
日
の「
う
わ
じ
ま

牛
鬼
ま
つ
り
」
で
は
、
牛
鬼

パ
レ
ー
ド
が
宇
和
島
市
内
を

練
り
歩
く
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
育
成

旅
行
会
社
と
の
意
見
交
換
会
を
大
阪
で
開
催

意見交換会の様子

宇和島城牛鬼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
＆
販
路
開

拓
＆
集
客
の
プ
ロ

宇
和
島
市
を
一
言
で
言
え
ば

「
海
と
山
の
幸
の
竜
宮
城
」。一

年
中
収
穫
で
き
る
柑
橘
類
は
３０

種
類
を
超
え
る
。
ま
た
真
珠
養

殖
生
産
額
日
本
一
、
魚
類
は
ハ

マ
チ
・
タ
イ
の
養
殖
を
は
じ
め
、

近
年
で
は
マ
グ
ロ
・
ハ
タ
等
の

高
級
魚
の
養
殖
が
本
格
化
。
郷

土
料
理
は
基
本
的
に
「
漁
師
料

理
」
で
あ
り
、
鯛
め
し
・
鯛
素

麺
・
福
麺
・
じ
ゃ
こ
天
・
フ
カ

の
湯
ざ
ら
し
が
有
名
。
宇
和
島

は
仙
台
伊
達
藩
の
長
子
が
歴
史

と
伝
統
を
築
き
あ
げ
て
き
た
古

風
豊
か
な
城
下
町
。
宇
和
島
城

は
市
の
中
心
に
あ
り
放
射
状
に

開
け
て
い
る
。
伊
達
博
物
館
・

天
赦
園
・
郷
土
歴
史
館
・
日
本

一
の
石
製
鳥
居
を
持
つ
和
霊
神

社
な
ど
が
手
軽
に
散
策
で
き

る
。
全
国
５
カ
所
に
し
か
な
い

闘
牛
場
を
所
有
し
、年
５
場
所
、

定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

寺
町
界
隈
の
散
策
で
は
「
思
わ

ぬ
発
見
（
歴
史
上
の
著
名
人
・

四
国
ミ
ニ
八
十
八
カ
所
巡
り
・

う
ど
ん
店
等
）」が
楽
し
め
る
。

南予地域宇和島圏域の観光まちづくり
プロデューサーが考えたモデルルート株式会社うわじま

産業振興公社
伊藤正取締役支配人 「

宇
和
島
の
良
い
と
こ
ろ
」

観
光
案
内
の
プ
ロ

宇
和
島
市
は
四
国
の
中
で

西
南
に
位
置
し
、
海
と
山
に

囲
ま
れ
、
気
候
も
穏
や
か
な

地
域
で
す
。
そ
の
海
と
山
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け

て
い
ま
す
。
一
級
品
の
真
珠

や
、
宇
和
海
で
育
っ
た
ハ
マ

チ
や
タ
イ
な
ど
の
新
鮮
な
魚

が
、
山
か
ら
は「
み
か
ん
」、

景
色
と
し
て
も
美
し
い
段
々

畑
で
採
れ
る
「
バ
レ
イ
シ

ョ
」
、
春
は
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
宇

和
島
の
人
た
ち
は
、
気
候
同

様
、
穏
や
か
で
、
陽
気
な
人

柄
で
す
が
、
シ
ャ
イ
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

話
を
重
ね
る
と
気
さ
く
で
人

情
味
あ
ふ
れ
、
そ
の
人
柄
を

表
し
ま
す
。
宇
和
島
市
は
お

遍
路
さ
ん
の
通
り
道
な
の

で
、
お
も
て
な
し
の
心
が
自

然
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

海
と
山
、
い
っ
ぺ
ん
に
味

わ
え
る
、
こ
こ
「
宇
和
島
」

に
い
っ
ぺ
ん
き
て
み
さ
い
や

�

大
自
然
＆
プ
チ
ホ
テ
ル
で

癒
し
の
プ
ロ

松
野
町
は
町
全
体
の
約
８４

％
を
山
林
原
野
が
占
め
る
自

然
豊
富
な
場
所
。
高
知
県
と

の
県
境
に
あ
り
、
町
内
を
流

れ
る
目
黒
川
は
最
後
の
清
流

四
万
十
川
と
合
流
。
森
の
国

ホ
テ
ル
は
、
目
黒
川
上
流
に

位
置
す
る「
滑
床
渓
谷
」の
入

口
に
建
っ
て
い
ま
す
。
滑
床

渓
谷
は
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、
花
崗
岩
の
河
床
を
滑
ら

か
に
水
が
流
れ
、
整
備
さ
れ

た
散
策
道
を
進
む
と
日
本
の

滝
百
選
の「
雪
輪
の
滝
」が
あ

り
、
木
々
の
新
緑
紅
葉
と
あ

わ
せ
四
季
を
通
じ
て
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
散
策
や

登
山
で
心
地
よ
い
汗
を
。
ま

ず
は
疲
れ
を
温
泉
で
癒
し
ま

し
ょ
う
。
夕
食
は
シ
ェ
フ
こ

だ
わ
り
の
洋
食
フ
ル
コ
ー
ス

を
。
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時
間

は
大
き
な
暖
炉
の
傍
や
広
々

と
し
た
客
室
で
ご
ゆ
っ
く
り

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
皆
様

も
ぜ
ひ
こ
の
大
自
然
の
癒
し

を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

女
性
が
喜
ぶ
宇
和
島
の

魅
力
づ
く
り
の
プ
ロ

真
珠
養
殖
日
本
一
の
宇
和

島
市
で
、
真
珠
の
核
入
れ
か

ら
珠
出
し
を
通
し
て
「
貴
女

だ
け
の
装
飾
品
」
を
創
作
。

大
切
な
﹇
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
ｏ
ｎ

ｅ
﹈
を
一
緒
に
築
き
ま
せ
ん

か
？
変
形
真
珠
（
バ
ロ
ッ
ク

真
珠
）
を
加
工
し
て
、
世
界

に
１
つ
し
か
な
い
装
飾
品

（
素
晴
ら
し
い
輝
き
を
保
持

し
な
が
ら
も
、
安
価
で
独
創

的
な
デ
ザ
イ
ン
を
創
作
し
て

い
く
）
こ
と
が
可
能
で
す
。

真
珠
工
房
責
任
者
が
親
切
・

丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ

り
、
簡
単
な
も
の
は
そ
の
日

に
持
ち
帰
る
こ
と
が
可
能
。

複
雑
な
形
態
は
後
日
、
自
宅

ま
で
送
付
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
パ
ー
ル
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

エ
ス
テ
は
宇
和
島
産
パ
ー
ル

パ
ウ
ダ
ー
配
合
の
エ
ス
テ
。

美
白
効
果
抜
群
！
楊
貴
妃
も

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
愛
用
し
て

い
た
こ
と
で
有
名
。
身
も
心

も
キ
レ
イ
に
な
る
宇
和
島
パ

ー
ル
エ
ス
テ
の
体
験
を
。

宇和島市観光協会
井上 祐介

森の国ホテル
上山猛浦支配人

まちづくりBeppin 塾
萩森恵子代表

●宇和島発着／観光タクシーの旅（１日）（観光タクシー利用）（個
人型）
１日 宇和島市内ホテル－闘牛場－伊達博物館－宇和島城－天赦園－
歴史資料館－和霊神社・多賀神社－交流拠点施設－宇和島市内ホテル

●宇和島発着／レンタカーの旅（１日）（レンタカー利用）（個人型）
１日 宇和島市内ホテル－遊子水荷浦の段畑－やすらぎの里－和霊神
社－伊達博物館－交流拠点施設－宇和島市内ホテル

●宇和島発着／半日観光（レンタカー＆観光タクシー）
半日 宇和島市内ホテル－宇和島城－宇和島市内商店街散策－丸水・
ほづみ亭・和美輔・かどやなど－宇和島市内ホテル

★ポイント
１日もしくは半日、宇和島市内でのお勧め観光プラン
観光タクシーは１０時間１６，０００円／６時間９，０００円（１台あたり）が目
安となる。昼食は宇和島の郷土料理（丸水・ほづみ亭・和日輔・かど
やなど）を堪能する。

●松山発着／四国西南の旅（日帰り）（レンタカー利用）（個人型）
１日目 松山市－松山ＩＣ＝西予宇和ＩＣ－真珠会館－伊達博物館・
天赦園－津島町／町並－紫電改展示館－石垣の里「だんだん館」－西予
宇和ＩＣ＝松山ＩＣ－松山市

★ポイント
津島町の町並は明治時代から昭和初期にかけて港町として発展したと
ころで、その伝統的な町並の名残が今も残っている。

●松山発着／滑床渓谷と三本杭登山で鬼が城満喫ツアー（登山ガイド
付きプラン）（１泊２日）（貸切バス利用）（グループ／エスコート型）
１日目 ＪＲ松山駅－（貸切バス）－滑床渓谷（万年橋）・雪輪の滝・
千畳敷・奥千畳敷経由・三本杭・御祝山経由・万年橋・森の国ホテル
２日目 森の国ホテル（貸切バス）－梼原町経由－四国カルスト到着
－久万美術館－ＪＲ松山駅
★ポイント 国立公園「滑床渓谷」をガイド付で登山。日本の滝百選
に選ばれた雪輪の滝や鬼が城山系の最高峰（１２２６ｍ）からの眺めなど
最高。

●松山発着／お肌ぷるぷるＢｅｐｐｉｎの旅（女性におすすめ）（１
泊２日）（ＪＲ＋レンタカー利用）（個人型）
１日目 ＪＲ松山駅－ＪＲ宇和島駅－伊達博物館・天赦園－かどや－
パールフェイシャルエステーオリジナルパールジュエリー製作－古民
家和珠工房
２日目 古民家和珠工房－遊子水荷浦の段畑－いかだ屋－真珠珠出し
体験－じゃこ天かまぼこ工場－ＪＲ宇和島駅－ＪＲ松山駅
★ポイント 女性には嬉しいエステ体験。パールパウダー配合のパッ
クを使用したフェイシャルエステ。宿泊は古民家。五右衛門風呂を体
験。

最
後
の
清
流
四
万
十
川
と

南
予
ア
ル
プ
ス
の
プ
ロ

四
国
と
言
え
ば
最
後
の
清

流
四
万
十
川
。
で
も
そ
の
前

に
お
さ
か
な
館
へ
。
幻
と
言

わ
れ
て
い
る
ア
カ
メ
な
ど
、

四
万
十
川
に
生
息
す
る
魚
た

ち
な
ど
を
楽
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
く
登

場
す
る
岩
間
沈
下
橋
や
釣
り

バ
カ
日
誌
の
撮
影
現
場
で
有

名
な
鵜
の
江
沈
下
橋
な
ど
一

見
の
価
値
あ
り
。
観
光
遊
覧

船
か
ら
四
万
十
川
を
。ま
た
、

宇
和
島
市
の
背
景
に
は
全
国

的
に
も
珍
し
く
、
市
街
地
か

ら
急
に
１
千
�
級
の
山
々
、

「
鬼
が
城
山
系
」
が
立
ち
上

が
っ
て
い
て
、
別
名
「
南
予

ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
気
軽
な
プ
チ
登
山
か

ら
本
格
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ふ
も
と
の
成
川
渓
谷

で
は
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富
な

き
じ
料
理
と
温
泉
で
身
体

の
中
か
ら
癒
さ
れ
ま
す

よ
！

若
者
に
よ
る
お
も
て
な
し

づ
く
り
の
プ
ロ

宇
和
島
は
、
誇
れ
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
海

の
幸
、
真
珠
、
歴
史
、
景
観
、

闘
牛
な
ど
。
お
勧
め
は
、
重

要
文
化
的
景
観
「
遊
子
・
水

荷
浦
の
段
畑
」。「
耕
し
て
、

天
に
至
る
」
と
表
現
さ
れ
る

空
に
伸
び
る
段
々
畑
と
内
海

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
そ
の
美

し
い
景
観
を
、
海
か
ら
頂
上

か
ら
じ
っ
く
り
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん

の
案
内
を
聞
け
ば
、
そ
の
感

動
も
ひ
と
し
お
で
す
。
次
は

宇
和
島
の
シ
ン
ボ
ル
「
国
史

跡

宇
和
島
城
」
。
そ
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
美
し
さ
は
、
江

戸
の
昔
、
鶴
島
城
と
称
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
宇
和

島
城
は
、
築
城
の
名
手
「
藤

堂
高
虎
」に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

天
守
が
２
代
宇
和
島
藩
主

伊
達
宗
利
に
よ
っ
て
修
築

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
歴
史
物
語

を
調
味
料
に
、
歴
史
探
訪

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

石
垣
の
里
に
つ
い
て
の

プ
ロ南

予
は
黒
潮
踊
る
宇
和
海

と
み
か
ん
畑
の
山
々
、
降
り

注
ぐ
太
陽
に
囲
ま
れ
た
温
暖

な
地
で
伊
達
十
万
石
の
城
下

町
「
宇
和
島
」
を
中
心
に
栄

え
遍
路
文
化
に
育
ま
れ
た
心

温
か
い
地
域
で
す
。

リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
宇

和
海
は
日
本
で
最
初
に
海
中

公
園
の
指
定
を
受
け
、
碧
い

海
と
カ
ラ
フ
ル
な
サ
ン
ゴ
や

熱
帯
魚
は
「
海
の
お
花
畑
」

と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
美
し

さ
で
す
。
こ
の
澄
ん
だ
海
で

は
真
珠
養
殖
が
盛
ん
で
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
地
域
に
は
南
予
の
マ

チ
ュ
・
ピ
チ
ュ「
石
垣
の
里
」

「
水
荷
浦
の
段
畑
」
な
ど
独

特
の
景
観
が
残
さ
れ
て
お
り

懐
か
し
き
時
代
の
ふ
る
さ
と

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
い
や
し
の
国
・
四
国

の
さ
い
は
て
に
心
の
忘
れ

物
を
捜
し
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
？

究
極
の
観
光
素
材
発
掘
の

プ
ロ愛

南
町
の
馬
瀬
山
山
頂
お

紫
電
改
保
存
館
で
は
日
本
に

１
機
し
か
な
い
戦
闘
機
「
紫

電
改
」
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
愛
南
町
久
良
湾
の
海
底

に
眠
っ
て
い
る
の
を
昭
和
５３

年
に
地
元
ダ
イ
バ
ー
が
偶
然

発
見
し
た
も
の
で
す
。
平
成

２１
年
は
、
引
き
上
げ
か
ら
３０

周
年
。紫
電
改
保
存
館
で
は
、

恒
久
平
和
を
願
う
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
実
機
を
展
示
す
る
と

と
も
に
、
関
係
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
資
料
な
ど
も
展
示
。

館
内
で
は
、
知
識
豊
富
な
語

り
部
も
好
評
を
得
て
い
ま

す
。須

ノ
川
公
園
か
ら
高
知
県

方
面
へ
車
で
１５
分
程
走
る
と

国
道
５６
号
線
沿
い
（
室
手
付

近
）
の
宇
和
海
に
ポ
ツ
ン
と

小
さ
な
島
が
３
つ
横
並
び
に

な
っ
て
い
る
の
が
三
ツ
畑
田

島
。
１１
月
頃
に
は
島
影
に
夕

日
が
沈
み
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

鬼北町産業課
商工観光係
岡部国仁主査

宇和島市生活文化
若者塾「拓己塾」
西本陽平塾長

南レク株式会社
企画営業部観光課
尾崎充課長

南宇和観光協会
山岡強係長

●松山発着／四国西国４ヶ所じっくり参拝の旅（１泊２日）（レンタ
カー利用）（個人型）
１日目 松山－松山ＩＣ＝西予宇和ＩＣ－宇和島市内－遊子水荷浦の
段畑－観自在寺（４０番札所）－宇和海海中公園－愛南町内ホテル
２日目 愛南町内ホテル－南楽園－成川渓谷休養センタ－龍光寺（４１
番札所）－仏木寺（４２番札所）－明石寺（４３番所）－西予宇和ＩＣ＝
松山ＩＣ－松山
★ポイント 四国と言えば遍路。その４０番から４３番までをじっくり観
光を兼ねて周るコース。２日目の成川渓谷休養センターでは鬼北キジ
の肉が味わえる。

●松山発着／宇和島の風土に触れる旅（１泊２日）（レンタカー利用）
（個人型）
１日目 松山－松山ＩＣ＝西予宇和ＩＣ－宇和島城－宇和海港交流拠
点施設－盛運社～（海上タクシー）～水荷浦段畑－（海上タクシー）
－盛運社－宇和島市内ホテル
２日目 宇和島市内ホテル－伊達博物館・天赦園－かどや－真珠会館
－西予宇和ＩＣ＝松山ＩＣ－松山
★ポイント 立ち寄り施設が地元のガイドによる観光プラン（宇和島
城／水荷浦段畑／伊達博物館／天赦園）海上タクシー「万博丸」に乗
船して船長によるガイドなど。

●松山発着／花の南楽園と宇和海満喫の旅（日帰り）（レンタカー利
用）（個人型）
１日目松山市－遊子水荷浦の段畑－日本庭園〔南楽園〕－宇和海海中
公園「海中展望船」－紫電改保存館・宇和海タワー真珠会館－松山市
★ポイント 四国最大級を誇る約１５万平方メートルの日本庭園「南楽
園」。２月は梅、４月はツツジ、５月下旬－６月上旬は花菖蒲、７月
は古代ハスと四季折々の花が楽しめる。

●松山発着／ちょっと愛南夏休みファミリー旅行（日帰り）（ＪＲ＋
レンタカー利用）（個人型）
１日目 ＪＲ松山駅－（ＪＲ）－ＪＲ宇和島駅－ゆらり内海－須ノ川
海岸－ＪＲ宇和島駅－（ＪＲ）－ＪＲ松山駅
★ポイント 須ノ川海岸ではシーカヤックやスノーケリングが楽しめ
る（用具一式レンタル有）瑚礁と熱帯魚が織成し、神秘的、幻想的な
海中散歩をお楽しみ頂ける。

逆
境
で
の
地
域
づ
く
り
の

プ
ロ山

あ
い
に
あ
る「
松
野
町
」

は
、
人
口
が
わ
ず
か
４
６
０

０
人
の
小
さ
な
山
里
。
し
か

し
、
だ
か
ら
こ
そ
日
本
の
自

然
の
美
し
さ
、
日
本
の
農
村

の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
日

本
人
の
温
か
さ
が
た
く
さ
ん

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

日
本
最
後
の
清
流
「
四
万
十

川
」
の
ふ
た
つ
の
支
流
、
広

見
川
と
目
黒
川
は
、
訪
れ
る

人
の
心
を
や
さ
し
く
包
み
込

み
、
癒
し
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
広
見
川

で
捕
れ
た
幻
の
天
然
ウ
ナ
ギ

や
ア
ユ
を
食
し
、
目
黒
川
の

源
流
の
国
立
公
園
滑
床
渓
谷

で
深
呼
吸
す
れ
ば
、
イ
ヤ
な

こ
と
も
全
て
忘
れ
て
明
日
へ

の
活
力
が
モ
リ
モ
リ
復
活
す

る
こ
と
間
違
い
な
し
！
さ

あ
、
あ
な
た
も
「
森
の
国
」

と
呼
ば
れ
る
自
然
豊
か
な
松

野
町
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

し
て
、
と
こ
と
ん
四
万
十
川

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

南
宇
和
海
の
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
の
プ
ロ

愛
媛
県
の
最
南
端
に
位
置

す
る
愛
南
町
。
南
町
自
慢
の

由
良
岬
以
南
か
ら
西
海
地
域

の
海
域
に
広
が
る
宇
和
海
海

中
公
園
は
、
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ

ル
と
ハ
ー
ド
コ
ー
ラ
ル
が
混

在
す
る
全
国
で
も
有
数
の
サ

ン
ゴ
ス
ポ
ッ
ト
と
熱
帯
魚
群

も
豊
富
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ

た
海
中
公
園
の
海
の
生
き
物

た
ち
を
手
軽
に
楽
し
め
る
の

が
、
海
中
展
望
船
で
す
。
愛

南
町
の
海
岸
部
は
足
摺
宇
和

海
国
立
公
園
に
も
指
定
さ

れ
、
海
に
は
真
珠
な
ど
の
養

殖
い
か
だ
が
絨
毯
の
よ
う
に

広
が
る
風
景
や
断
崖
が
続
く

リ
ア
ス
式
海
岸
の
雄
大
な
景

色
。
宇
和
海
展
望
タ
ワ
ー
の

地
上
１
０
７
�
、
海
抜
２
６

０
�
か
ら
足
摺
宇
和
海
国
立

公
園
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
一

望
で
き
ま
す
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
愛

南
町
へ
ぜ
ひ
、
き
ち
ゃ
ん

な
せ
。（
宇
和
島
で
は「
き

さ
い
や
」
で
す
）

物
産
や
美
味
し
い
も
の
紹

介
の
プ
ロ

�
い
っ
ぺ
ん
、
き
さ
い
や

〜
�
�
と
優
し
い
口
調
で
語

れ
る
と
、
何
だ
か
心
が
温
か

く
な
る
。
そ
ん
な
宇
和
島
の

方
言
に
誘
わ
れ
て
、
ぜ
ひ
一

度
遊
び
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
。
伊
達
十
万
石
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
宇
和
島
市
に

は
、数
多
く
の
名
所
が
あ
り
、

全
国
に
名
の
知
れ
た
偉
大
な

文
人
、詩
人
を
数
多
く
輩
出
。

四
国
霊
場
の
４１
番
札
所
龍
光

寺
、
４２
番
札
所
仏
木
寺
と
２

つ
の
札
所
も
あ
り
ま
す
。
近

海
の
宇
和
海
が
育
ん
だ
良
質

の
真
珠
。
鯛
や
ハ
マ
チ
な
ど

の
海
の
幸
も
豊
富
で
、
新
鮮

な
魚
の
美
味
し
さ
は
自
慢
の

１
つ
。
海
岸
の
急
傾
斜
を
利

用
し
、
風
と
太
陽
の
恵
み
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
た
美
味
し
い

み
か
ん
。
全
国
郷
土
料
理
百

選
に
も
選
ば
れ
た
宇
和
島
鯛

め
し
や
じ
ゃ
こ
天
は
、
自
慢

の
郷
土
料
理
。
ぜ
ひ
一
度
ご

賞
味
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＆
パ
ス
」を
整
備
に
取
り
組
む

南
予
地
域
宇
和
島
圏
域
で

は
、
０９
年
度
は
各
地
域
横
断
型

で
旅
行
会
社
や
一
般
旅
行
者
の

問
い
合
わ
せ
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
＆
パ
ス
」
の
整
備
を
目
標
に

し
て
い
る
。
ま
た
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
の

１
番
の
魅
力
と
考
え
る
南
国
の

持
つ
人
の
良
さ
を
生
か
し
た

「
日
本
一
思
い

や
り
の
あ
る

町
」
「
日
本
一

優
し
い
町
」
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
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松野町産業振興課
坂本浩課長

愛南町役場
商工観光課

竹田宗弘観光係長

道の駅みま
清水実昭支配人

株式会社観光販売システムズ
小高直弘代表取締役専務

●松山発⇒高知着／とことん四万十の旅（２泊３日）（レンタカー利
用）（個人型）
１日目 松山空港－松山ＩＣ＝内子五十崎ＩＣ－内子町／八日市・護
国の町並－内子五十崎ＩＣ＝西予宇和ＩＣ－滑床渓谷森の国ホテル
２日目 森の国ホテル－四万十川／沈下橋－道の駅とおわ－四万十川
／遊覧船－四万十－足摺岬・金剛福司寺－須崎東ＩＣ＝高知ＩＣ－高
知龍馬空港
★ポイント 松山から南予エリアを観光、四国最南端足摺岬を抜け、
高知へ。宿泊は滑床渓谷の森の国ホテルで山岳型リゾートを満喫。

●松山発着／宇和島圏ゆるりの旅（１泊２日）（レンタカー利用）（個
人型）
１日目 松山空港－松山ＩＣ＝西予宇和ＩＣ－真珠会館－かどや－宇
和島城－天赦園・伊達博物館－愛南町内ホテル
２日目 愛南町内ホテル－宇和海海中展望船－宇和海展望タワー・紫
電改展示館－なにわ／道の駅〔みしょうＭＩＣ〕－南楽園－西予宇和
ＩＣ＝伊予ＩＣ－松山空港
★ポイント 宇和海海中展望船は、展望室が水面下１．１ｍまで潜水す
る。カラフルなテーブルサンゴが楽しめる。

●松山発着／愛媛・歴史と文化の旅（日帰り）（レンタカー利用）（個
人型）
１日目 松山（道後温泉）－松山ＩＣ－内子町／内子座－西予宇和Ｉ
Ｃ－宇和町／開明学校－三間町／道の駅〔みま〕畦地梅太郎美術館・
井関邦三郎記念館－広見／道の駅〔森の三角ぼうし〕－松野町／道の
駅〔虹の森公園〕おさかな館・ガラス工房－西予宇
★ポイント 道の駅〔みま〕では、当地を代表する畦地梅太郎の美術
館や井関農機の創業者、井関邦三郎の記念館があり、お土産では三間
産のたまねぎを使用したドレッシングなどオリジナルの商品を販売。

問い合わせ先 株式会社観光販売システムズ
株主三重交通株式会社（１００％）

本 社 名古屋市中村区名駅３丁目２１番７号
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